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スマート農業推進フォーラム 2025 in 北陸 

～持続可能な農業のためのスマート農業技術の導入環境～ 

日時：令和 8 年 1 月 29 日(木) 

   1 0 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 

場所：金沢市商工会議所会館 

≪ プ ロ グ ラ ム ≫ 

【講演会場】ホール（１階） ＜開場：9:30、閉場：17:00＞ 

＜ 第１部 ＞ 

10:00 開会 

開会あいさつ（北陸農政局長 植野 栄治） 

10:10 基調講演 

演題：「北陸水田作におけるスマート農業技術の展開と活用方策」 

講師：株式会社 ファーム・マネージメント・サポート  

  代表取締役 梅本 雅 氏 

11:10 セミナー 「これからの鍵となるスマート農業」 

発表者：株式会社 若狭の恵 

代表取締役 前野 恭慶 氏 

11:40 セミナー 「クボタが描くスマート農業の将来ビジョン」 

     発表者：株式会社 クボタ 

        技術開発推進部技術連携チーム 理事 越智 竜児 氏 
 

－ 休憩（12:00～13:00）－ 
 

13:00 施策紹介 

「研究開発の現場ニーズを共有する取組『技術的課題』の活用について」  

     発表者：農林水産省大臣官房政策課技術政策室 平野 智美 

13:15 企業等によるプレゼンテーション 

     （概要）北陸地域におけるスマート農業技術の紹介 

プレゼンテーションを行う企業等 

①  株式会社ほくつう 

②  ハカルプラス株式会社 

③  Forex Robotics 株式会社 

④  株式会社アイエスイー 

⑤  株式会社 ISEKI Japan 関西中部カンパニー 
 

－ 休憩（約 30 分）－ 
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＜ 第２部 ＞ 

15:00 みどり技術ネットワーク会議 

（概要）「みどりの食料システム戦略技術カタログ」掲載技術のうち、気候変動へ

の対応に関連する技術について、北陸地域での活用が期待されるものに

ついて紹介 

発表者：① 富山県 農林水産総合技術センター農業研究所 

副所長 小島 洋一朗 氏 

② 農研機構 農業環境研究部門 気候変動適応策研究領域 

 気象・作物モデルグループ 

上級研究員 佐々木 華織 氏 

③ 農研機構 農業環境研究部門 

所長 山本 勝利 氏 

16:00 施策説明 

農研機構の施策及び IPCSA の紹介 

発表者：農研機構本部スマート農業施設供用推進プロジェクト室 担当者 

16:25 閉会あいさつ（農研機構中日本農業研究センター所長 橘田 和美） 

16:30 閉会 

 

【展示会場】２階研修室１ 

11:00 ～ 16:30 民間企業のブース設置、技術紹介・相談 

■ 展示企業一覧 

 

分野 企業名 分野 企業名 

農業機械・

自動操舵装

置 等 

(株)WorldLink＆Company 

水管理システム 

(株)ほくつう 

(株)ISEKI Japan 関西中部 

カンパニー 
(株)クボタケミックス 

ヤンマーアグリジャパン(株) 
硝酸態窒素セン

サー 
ハカルプラス(株) 

鳥獣被害対

策 

協和テクノ(株) 
施設環境モニタ

リング装置 
CKD(株) 

Forex Robotics(株) 
営農シミュレー

ター 他 

スマート農業推進イノベー

ション推進会議(IPCSA) 


